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一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
に
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
す
で
に
二
十
六
年
を
経
過
し
た
。
こ
の

間
に
本
学
は
旧
制
の
専
門
学
校
令
に
よ
る
日
本
女
子
大
学
校
か
ら
、
新
制
の
大
学
令
に
よ
る
日
本
女
子
大
学
へ
生
れ
変
わ
っ
た
。
生
れ

変
わ
り
と
い
え
ば
、
極
め
て
順
調
な
変
化
発
展
を
辿
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
期
間
は
支
那
事
変
・
太
平
洋
戦
争
・
第
二

次
世
界
大
戦
と
い
う
眼
ま
ぐ
る
し
い
疾
風
怒
涛
の
時
期
に
あ
た
り
、
大
日
本
帝
国
は
こ
の
激
動
を
引
き
起
し
た
首
魁
の
一
つ
と
し
て
、

い
く
度
か
の
戦
勝
の
後
、
遂
に
亡
国
の
深
淵
に
投
げ
こ
ま
れ
た
。
そ
し
て
連
合
国
に
よ
る
六
年
間
の
占
領
の
下
に
多
大
の
辛
酸
を
な

め
、
漸
く
に
し
て
新
し
い
日
本
国
の
誕
生
が
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
前
に
お
け
る
旧
制
の
あ
ら
ゆ
る
学
校
は
、
明
治
以
来
の
大
日
本
帝
国
の
進
運
の
た
め
に
動
員
さ
れ
て
来
て
、
一
応
そ
の
教
育
目
標

の
成
果
を
挙
げ
た
か
に
見
え
る
が
、
支
那
事
変
に
直
面
す
る
と
共
に
、
あ
げ
て
厳
し
い
軍
国
主
義
の
走
狗
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

本
学
は
二
十
世
紀
の
は
じ
め
に
、
成
瀬
仁
蔵
先
生
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
独
自
な
宗
教
と
を
根
拠
と
す
る
教
育
精
神
に
よ
っ
て
、
そ

の
基
礎
を
築
き
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
支
那
事
変
に
直
面
し
た
頃
か
ら
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
学
校
と
共
に
、
国
家
の
峻
烈
な
軍
事

的
要
請
に
答
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
存
在
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
事
態
に
お
か
れ
た
。
そ
し
て
学
校
教
育
は
廃
絶
に
近
い
よ
う
な
時

序
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序
二

期
が
悪
夢
の
よ
う
に
流
れ
過
ぎ
た
。

し
か
し
敗
戦
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
を
目
標
と
す
る
国
家
の
改
造
と
新
し
い
教
育
理
念
と
が
占
領
軍
に
よ
っ
て
強
く
要
請
さ
れ
た

し
、
国
民
の
中
か
ら
も
そ
れ
に
対
す
る
意
欲
が
ま
た
盛
り
上
っ
て
来
た
の
で
、
成
瀬
精
神
は
漸
く
に
し
て
そ
の
本
来
の
姿
を
本
学
の
中

に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
条
件
が
成
立
し
て
来
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
は
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
刊
行
以
後
今
日
ま
で
の
歴
史
の
中
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ

の
二
十
六
年
間
に
お
け
る
変
転
は
、
そ
れ
が
日
本
全
国
民
の
歴
史
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
一
個
人
の
歴
史
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
苦
闘
の

跡
を
示
さ
ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
日
本
女
子
大
学
も
、
う
ち
に
は
、
成
瀬
先
生
の
高
い
教
育
精
神
を
抱
き
つ
つ

も
、
戦
中
に
は
そ
れ
を
生
か
す
べ
き
条
件
は
ほ
と
ん
ど
阻
害
さ
れ
た
の
で
、
校
長
は
じ
め
教
職
員
は
疎
の
道
を
歩
い
て
来
た
と
い
っ
て

も
よ
い
。
そ
し
て
敗
戦
を
境
と
し
て
、
戦
後
の
新
し
い
教
育
を
実
現
す
べ
き
目
標
は
一
応
は
立
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
戦
争
直
後
の
日

本
経
済
の
破
綻
と
社
会
的
混
乱
の
中
で
、
学
園
の
経
営
は
困
苦
の
渦
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
教
育
の
成
果
を
挙
げ
る
の
に
多
大
の
困

難
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
日
本
の
経
済
や
社
会
秩
序
の
回
復
を
背
景
と
し
て
、
学
長
以
下
教

職
員
の
一
途
な
努
力
に
支
え
ら
れ
て
、
次
第
に
学
園
の
内
容
は
充
実
に
向
い
は
じ
め
て
来
た
。

今
日
、
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
の
続
編
が
編
纂
さ
れ
る
に
際
し
、
こ
の
続
編
に
盛
ら
れ
た
二
十
三
年
間
の
苦
闘
を
支
え
た

も
の
は
歴
代
の
校
長
・
学
長
並
び
に
教
職
員
の
努
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
こ
の
努
力
の
目
標
と
な
っ
た
も
の
は
や

は
り
創
立
者
成
瀬
先
生
の
高
い
教
育
精
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
つ
く
人
、
と
思
う
。

し
か
し
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
の
続
編
『
日
本
女
子
大
学
学
園
史
口
』
が
刊
行
さ
れ
る
目
的
は
、
単
に
日
本
女
子
大
学
の



今
日
は
民
主
主
義
を
唱
え
さ
え
す
れ
ば
、
教
育
は
そ
れ
を
以
て
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
戦
前
の
教
育
は
す
べ
て
軍

国
主
義
の
結
晶
で
あ
っ
た
と
批
判
す
れ
ば
そ
れ
で
能
事
終
れ
り
と
も
考
え
て
い
る
。
し
か
し
日
本
の
教
育
史
は
そ
ん
な
単
純
の
も
の
で

は
あ
る
ま
い
。
も
し
私
が
明
治
の
初
期
に
生
き
て
い
た
と
し
た
な
ら
、
私
も
そ
の
当
時
の
教
育
者
が
為
し
た
如
く
教
育
を
考
え
た
で
あ

ろ
う
。
戦
中
に
教
育
者
が
軍
国
主
義
に
奉
仕
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
今
日
に
お
い
て
は
望
ま
し
く

な
い
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
そ
れ
以
外
に
生
き
得
な
か
っ
た
教
育
の
レ
ベ
ル
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
見
す
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
ろ
う
。

明
治
か
ら
昭
和
戦
前
ま
で
の
時
代
を
見
る
な
ら
、
世
界
は
列
強
の
弱
肉
強
食
の
競
合
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
独
立
を
確
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
日
本
の
教
育
が
富
国
強
兵
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
少
く
と
も
機
能
合
理
的
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
輸
入
し
た
欧
米
方
式
の
教
育
制
度
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
役
に
立
た
ず
、
モ
デ
ル
を
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評
価

し
な
が
ら
、
現
実
の
日
本
の
教
育
制
度
は
か
な
り
異
な
る
も
の
と
し
て
日
本
社
会
に
定
着
し
た
こ
と
を
専
門
家
は
等
し
く
指
摘
し
て
い

る
。
国
家
が
強
く
生
き
る
た
め
の
教
育
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
教
育
で
は
な
か
っ
た
が
、
私
立
学
校
の
中
に
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
教

育
が
発
生
し
て
、
政
策
的
な
教
育
制
度
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
政
策
的
教
育
制
度
の
中
に
も
日
本
人
の
独
創
的
部
分
が
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存
在
を
内
外
に
知
ら
せ
る
だ
け
の
た
め
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
は
日
本
教
育
史
の
一
つ
の
縮
図
が
見
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
一
人
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
を
創
立
者
と
す
る
学
園
の
代
燕
の
教
職
員
が
如
何
に
生
き
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
中
に
お

い
て
日
本
の
教
育
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ
れ
を
知
ろ
う
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ



序
四

次
第
に
成
長
し
た
。
こ
の
意
味
で
は
戦
後
の
新
制
の
教
育
制
度
の
模
倣
的
な
も
の
に
遥
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。

戦
後
の
国
際
社
会
は
痛
烈
な
大
戦
の
犠
牲
に
よ
っ
て
戦
前
と
は
著
し
く
変
わ
っ
た
。
弱
肉
強
食
の
事
実
は
必
ず
し
も
失
わ
れ
て
は
い

な
い
が
、
戦
前
と
は
変
わ
っ
て
そ
れ
を
表
面
の
歌
い
文
句
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
は
あ
っ

て
も
、
経
済
な
い
し
、
文
化
の
交
流
を
せ
き
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
国
際
的
連
帯
関
係
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
、

植
民
地
主
義
は
名
目
上
失
わ
れ
て
、
共
存
共
栄
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
は
模
倣
的
な
教
育
で

も
民
主
主
義
と
称
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
模
倣
的
な
教
育
の
中
に
高
い
価
値
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も
政
策
的
教
育

制
度
は
存
在
し
、
そ
れ
は
容
易
に
民
主
主
義
的
外
貌
を
持
つ
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
迷
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

教
育
は
真
の
ヒ
ュ
ー
言
一
ズ
ム
の
中
で
鍛
錬
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
国
家
を
超
え
て
通
用
す
る
内
容
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
す
ら
も
今
日
ま
だ
達
成
さ
れ
て
は
い
な
い
。
日
本
の
教
育
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
与
え
る
か
。
実
践
的
に
は
個
食

の
学
園
の
教
育
を
通
し
て
努
力
す
る
よ
り
外
は
な
い
。

本
書
の
編
纂
は
私
を
除
い
た
編
纂
委
員
会
の
苦
心
の
検
討
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
西
原
慶
一
氏
の
三
回
に
亘
る
改
稿
を
根
拠

と
し
て
成
っ
た
こ
と
を
記
し
、
編
纂
委
員
会
に
心
か
ら
の
お
礼
を
申
上
げ
る
。

一
九
六
八
年
四
月
二
○
日

日
本
女
子
大
学
長

有
賀
喜
左
衞
門



一
本
書
は
、
既
刊
の
「
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
」
緬
錐
程
“
榊
岬
蜘
鰄
報
嘩
率
執
一
蹴
癖
韮
嘩
鐸
轌
酔
韮
秀
）
の
続
編
で
あ
る
。

一
「
四
拾
年
史
」
と
同
じ
く
、
時
代
区
分
を
歴
代
学
長
の
任
期
に
し
た
が
・
っ
た
。
時
代
の
範
囲
は
、
昭
和
一
六
年
度
（
創
立
四
一

年
度
）
第
四
代
井
上
秀
校
長
（
続
）
に
は
じ
ま
り
、
第
五
代
大
橋
広
学
長
を
経
て
、
第
六
代
上
代
タ
ノ
学
長
の
任
期
満
了
と
な
っ

た
昭
和
三
九
年
度
か
ら
、
第
七
代
有
賀
喜
左
衞
門
学
長
の
就
任
を
見
た
昭
和
四
○
年
度
（
創
立
六
五
年
度
）
の
は
じ
め
に
お
よ
ぶ
。
ゞ

一
本
書
の
編
纂
は
上
代
タ
ノ
学
長
時
代
、
昭
和
三
八
年
五
月
、
日
本
女
子
大
学
創
立
六
○
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
後

記
の
編
纂
委
員
会
が
成
立
し
た
。
は
じ
め
は
「
日
本
女
子
大
学
六
○
年
史
」
と
し
て
、
あ
た
ら
し
く
創
立
以
来
を
通
ず
る
歴
史
を
編
纂

す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
広
汎
な
資
料
が
蒐
集
、
整
理
さ
れ
た
。

一
編
纂
を
す
す
め
る
う
ち
に
、
戦
後
の
歴
史
は
あ
ま
り
に
豊
富
な
内
容
を
も
ち
、
分
量
も
既
刊
の
「
四
拾
年
史
」
を
超
え
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
前
記
の
よ
う
な
時
代
の
範
囲
に
か
ぎ
り
、
「
四
拾
年
史
」
の
続
編
と
し
て
、
独
立
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
本
書
を
「
日
本
女
子
大
学
学
園
史
二
」
と
題
し
た
。
既
刊
の
「
四
拾
年
史
」
を
「
学
園
史
一
」
と
見
て
、
こ
の
よ
う
に
題
し

た
次
第
で
あ
る
。
日
本
女
子
大
学
学
園
は
、
創
立
以
来
明
確
な
教
育
精
神
に
貫
か
れ
て
、
「
日
本
女
子
大
学
」
と
、
併
設
の
諸
学
校
・

凡
例 凡

例



許
し
を
え
た
い
と
思
う
。

凡
例
二

研
究
所
な
ど
が
、
機
能
的
に
総
合
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
学
園
史
を
通
観
す
る
便
宜
の
た
め
に
、
附
録
と
し
て
、
や
や
詳
細
な
創
立
以
来
の
年
表
を
添
え
た
。

一
本
書
の
編
纂
に
着
手
し
た
こ
ろ
は
、
さ
い
わ
い
各
時
代
を
代
表
す
る
校
長
、
学
長
が
健
在
で
あ
り
、
教
職
員
、
旧
職
員
も
同
様

で
あ
っ
て
、
み
な
熱
情
を
も
っ
て
学
園
の
発
展
に
力
を
つ
く
し
て
い
た
。
委
員
会
は
で
き
る
だ
け
、
直
接
、
そ
れ
ら
の
人
糞
に
つ
い
て

史
料
の
教
示
を
受
け
る
こ
と
に
つ
と
め
た
が
、
そ
の
詳
細
に
わ
た
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
調
査
の
い
た
ら
ぬ
点
に
対
し
て
は
、
お

一
委
員
会
は
、
い
く
た
び
も
編
纂
の
基
本
方
針
を
変
更
し
、
そ
の
た
び
に
お
び
た
だ
し
い
資
料
を
取
捨
選
択
し
た
。
終
わ
り
の
こ

ろ
は
、
取
る
資
料
よ
り
も
捨
て
る
資
料
の
惜
し
ま
れ
る
も
の
が
お
お
か
っ
た
。
か
く
て
、
完
成
に
い
た
る
ま
で
に
は
、
お
よ
そ
三
た
び

一
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
も
っ
と
も
根
幹
と
な
る
各
年
度
の
「
学
事
報
告
」
を
は
じ
め
、
学
園
関
係
者
の
著
書
、
論
文
、
講
話
、

家
政
学
部
・
文
学
部
の
各
紀
要
、
各
研
究
所
報
告
、
附
属
各
校
の
各
年
度
要
覧
、
日
本
女
子
大
学
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
、
学
園
二
ユ
ー
ス
、

女
子
大
通
信
（
通
信
教
育
部
・
月
刊
）
、
桜
楓
新
報
、
教
職
員
履
歴
書
、
各
種
写
真
な
ど
を
重
要
な
資
料
と
し
た
。

一
大
戦
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
、
か
く
く
つ
資
料
の
重
要
さ
を
痛
感
し
た
。
ま
た
、
講
演
、
講
義
、
話
し

あ
い
な
ど
も
、
で
き
る
だ
け
文
献
化
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
。

一
第
一
編
（
続
）
か
ら
第
三
編
ま
で
の
基
本
的
な
時
代
の
歴
史
は
、
だ
い
た
い
等
量
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
た
だ
、
別
編
と

す
る
予
定
だ
っ
た
昭
和
三
九
年
度
の
学
園
の
現
状
を
、
あ
と
に
な
っ
て
、
第
三
編
に
く
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
い
さ
さ
か
分

の
書
き
か
え
を
し
た
。



’
量
の
調
和
を
欠
い
だ
よ
う
で
あ
る
。
第
四
編
と
第
五
編
は
、
第
三
編
ま
で
の
基
本
的
・
総
合
的
な
内
容
が
根
底
に
あ
る
の
で
、
と
も

に
、
昭
和
三
九
年
度
の
現
状
を
主
と
し
て
簡
明
に
表
示
し
た
。

一
編
蕊
委
員
会
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
。
委
員
長
Ⅱ
学
長
・
有
賀
喜
左
衞
門
。
委
員
（
五
○
音
順
）
Ⅱ
安
東
幸
子
、
石
川

ム
メ
、
大
井
ミ
ノ
ブ
、
中
胤
邦
、
西
原
慶
一
、
伴
琢
磨
、
道
喜
美
代
。
編
纂
主
幹
Ⅱ
西
原
慶
一
。
な
お
、
委
員
長
は
、
編
纂
の

は
じ
め
か
ら
い
っ
て
、
月
田
カ
ン
（
昭
和
三
八
、
三
九
年
度
）
、
氏
家
寿
子
（
昭
和
四
○
年
度
）
が
勤
め
た
。

昭
和
四
三
年
四
月
二
○
日

凡
例

日
本
女
子
大
学
学
園
史
二
編
纂
委
員
会

三





日
本
女
子
大
学
学
園
史
二
目
次

第
二
章
昭
和
一
六
年
度
（
一
九
四
一
年
）
ｌ
昭
和
二
一
年
度
（
一
九
四
六
年
）
学
事
概
況
…
…
…
二

第
一
章
校
風
の
熟
成
と
総
合
大
学
へ
の
道
：
．
：
：
：
…
…
…
…
…
・
…
．
．
：
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
：
…
．
一

三四 二 一

一
「
学
事
報
告
」
の
組
み
立
て
と
学
事
概
要
…

目
次

昭
和
一
六
年
度
現
在
の
校
風
：
．
…
…
：
…
．
：
．
…
．
．
…
・
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
．
：
．
…
…
…
…
…
・
…
・
・
：
、
一

校
風
の
熟
成
ｌ
総
合
大
学
へ
の
道

家
族
的
学
園
共
同
社
会
：
…
…
．
：
：
．
：
…
．
：
…
：
…
：
：
…
：
：
…
…
：
：
…
：
…
：
：
…
…
：
．
…
．
：
．
…
：
：
…
…
…
：
：
…
：
、
四

家
族
的
対
話
の
学
園
ｌ
「
家
庭
週
報
」
の
生
き
た
役
割
ｌ
校
風
を
支
え
た
そ
の
他
の
要
因

総
合
大
学
の
曙
光
…
…
：
：
．
…
…
．
：
．
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
：
…
：
：
…
：
…
…
…
：
：
：
：
：
…
・
…
：
…
…
：
…
…
人

教
育
審
議
会
の
大
学
に
関
す
る
要
綱
ｌ
教
育
審
議
会
の
卓
見
Ｉ
局
面
の
戦
時
的
転
回

精
神
的
基
礎
の
確
立
と
戦
時
苦
難
の
道
：
．
：
．
…
…
…
：
：
：
：
：
：
：
：
。
：
：
…
：
…
…
…
…
：
：
．
…
。
：
…
：
：
．
：
：
：
…
…
…
己

精
神
的
基
礎
の
確
立
ｌ
苦
難
に
立
ち
む
か
う
精
神
的
埜
礎

第
一
編
井
上
秀
校
長
時
代
続

●
由
早
●
●
■
●
●
●
◆
●
●
。
●
参
◆
●
●
◆
●
◆
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
由
争
●
●
④
●
●
■
●
●
●
●
■
●
由
■
●
●
申
●
●
●
の
●
●
●
Ｃ
Ｄ
●
由
り
●
●
一
一

一










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































